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１．目的：本研究では、「人はある場所で活動することを通して、社会的つながり、情
緒的共有、自己の能力の確認をおこなう」という、Rowles の場所づくりの考えを参考
に、健康的な生活を獲得した高齢者が、心身の衰退、退職による生活の変化にも関わ
らず、どのように日常の活動を通して新生活を構築したのかを明らかにすることによ
り、前期高齢者の主体的場所作りモデルを開発し、これから前期高齢者を迎える人た
ちの役に立つことを目的に、適応戦略を探った。  
２．方法：12 名の退職者（60～81 歳、男性 10 名、女性 2 名）に、日常活動時間調査
を併用した個別インタビューにて、生活史、現役時代と退職後の日常生活、今後につ
いて話してもらった。インタビューデータの逐語録をナラティブ分析した。    
３．結果と考察：研究参加者は、60～70 歳にかけて定年退職や健康上の理由のために、
現役を退き、延長雇用、嘱託、アルバイト、パートなど多様な仕事を経過しながら、
徐々に生活に占める仕事の割合が量的質的に減少していた。 
現役時代は、仕事中心に生活し、責任、ストレスがあるが、仕事を通して自分の社会
的役割を確認していた。自分が暮らす近所、地域についてほとんど関心がなく、知り
合いもいなかった。 
退職後は、責任とストレスから開放され、ホッとすると同時に、仕事を介した社会的
役割を喪失し寂しさを経験し、何をしたらよいかわからないという、不安な時期を持っ
た。その後、個々の退職者が「何かやりたい」と、自分の「退職後の生活スタイル」
を構築していた。退職者の 3 つの関心と新生活を構築するために使った日常の作業に
ついて述べる。 
①  健康・生き残りへのこだわり：年齢とともに、健康上の問題に関心を持つ。使っ
た活動：健康問題のある自分および老親の世話・介護、散歩、エクササイズ、
ジム通い、退職前に機会がなかった身体を使う活動（スポーツ、釣り、ゴルフ、
旅行）、健康的な食事を作る、畑、庭作り。  
②  社会的活動：仕事を離れ、近所に交流がないことに気づき、自分の地域を知る
ため、交流を作るために、自治会活動に参加する。現役時代に培ったスキルを
役立たせる。自治会活動を介して、近所、地域を身近に経験し、広い視野から
も興味を持ち、社会的アイデンティティーを更新する。仕事関係の交友も、飲
み会やスポーツ大会を開催して維持する。現役関連のボランティア活動。  
③  生活の整理：生き残りとともに、将来としての自分の死に関心を持つ。自分と
家族のさまざまな物や写真、現役時代に増えた仕事や社交的つながりを整理する。財
産分与や墓購入計画も考慮する。 
４．結論 退職は現役から高齢期（老後）への移行期と考えられる。退職者は仕事中
心の責任のある生活から、日常の作業を使って、健康を配慮し、地域を基盤にした新
しい生活を構築していた。  
５．学会発表 国内外の作業療法関連学会で発表の予定である。  
 
 
 
 
 
 
 
     
